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は  じ  め  に

1989年7月 に神奈川県立自然保護センターに2羽 のヤマセ ミ C釘 メ¢れど″あれSが 異な

る場所からあいついで保護収容された。いずれも厚木市内からのものである。
一方,本 種は保護 された場合,餌 付けが難 しいとされ早期に死亡するケースが多い。神

奈川県内での飼育下における本種の観察報告は,1988年 に筆者らが行った一例がある。そ

の観察結果については,神 奈川県立自然保護センター報告 5(1988)の ヤマセ ミの飼育知

見についての中で報告 した。一方,ヤ マセ ミの保護収容後の生存率はその収容された原因

にもよるが,1988年 及び '89年の筆者 らの飼育経験 によると,強 制給餌から早期に自力採

釘に移行させることが重要な要素であると考えられる。

幸運にも筆者らは1988年に引続 きふたたびヤマセ ミを飼育する機会に恵まれ, 1羽 の人

工飼育に成功 した。本報では衰弱個体への強制給釘による元気回復方法及びヤマセ ミの捕

食行動の観察結果について報告する。

本文に入るに先立ち報文をまとめるうえで適切なご助言をいただいた横浜市野毛山動物

園の堀浩氏に感謝の意を表 します。

観 察  方  法

保護後 3日 間はヤマセ ミの歩行動作等の運動がほとんど観察 されず衰弱状態が続いたの

で,こ の間は小鳥用飼育ゲージ内 (横35cm,縦 40cm,高 さ35cm)に 収容,室 内で管理 を行

った (写真 1)。

ヤマセ ミの元気回復が観察 され始めた4日 目(7月 9日 )より野外飼育舎に移動 した (写

真 2)。飼育舎の大きさは高さ100cm,縦 100cm,横 100cmである。飼育舎の床面にはヤマセミ
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の自力採餌用の魚 を放すための池 (横50cm,縦30cln,深さ10cmのプラスチック製の容器)と解

凍魚の餌台 (高さ10cm,横 30cm,縦 20cmのブロッタ2枚 )を 設置 し,す でに死亡した魚は

この台の上に投入れて自力採餌 させた。また,ヤ マセ ミを野外環境に近い状態で飼育する

ため,飼 育合は全面金網張 りとした。ただしヽ,屋 根の%の 面積は板張 りとして雨天時のヤ

マセ ミの遊難場所とした。

飼育期間中の餌 とした魚種はモツゴ (全長 4 cm～8 cm),アブラハヤ (全長 5 cln～12cm)

ドジョウ (全長 8 cm～15cm),オイカワ (全長 8 cm～1 5cm),フナ (全長 5 cm～15cm)の 5種

である。小鳥用飼育ゲージ内での給餌方法はすべて強制給釘で,そ の回数は 1日 2回 (朝

6時 30分～ 7時 ,夕 方17時30分～18時)で ある。

観 察  結  果

1.保 護時の健康状態及び保護場所

1989年7月 4日 に 1羽 , 2日 後の同 6日 にさらに1羽 のヤマセ ミ (合計 2羽 )が 神奈川

県立自然保護センターに持 ち込 まれた。いずれの個体も逃避,攻 撃等に関連 した行動動作

は一切観察 されずかなりの衰弱状態であった。また,触 診により胃内の食物の充満度を観察

した結果,内 容物はほとんど認められなかった。

次に各個体の保護場所について, 7月 4日 に収容された個体は厚木市温水1193番地の石

井恒夫氏の自宅庭で発見された (図1)。そのときヤマセ ミは高さ約 2mの 樹木の根元にう

ずくまっていた。石井氏が約lmの 距離まで接近したところ,ヤ マセミは約20m離れた畑

まで逃げそこで保護された。その後ただちに神奈川県立自然保護センターに届けられたが

衰弱状態が回復せず,同 日20時15分死亡が確認された (写真3)。

なおヤマセミの性別は外部形態から雌であった。

7月 6日に神奈川県立自然保護センターに持ち込まれた個体は,青山学院大学(厚本市森
の里青山1-1番 地)の キャンパス内で保護された (図1参照た保護した鈴木幸三氏によ

れば,ヤ マセミは植込み樹木の中でうずくまり,人 間が近づき̀ 鳥体に触れてもその姿勢は

変らなかったという。

2日 外部測定

測定は翼,嘴 ,尾 ,鮒 珠,体 重について行つた。測定結果は表 1の とおりである。
一方,筆 者らは1985年から

'89年3月 まで厚木市七沢一円でヤマセミのバンディング調査

を実施 している。この期間に捕獲観察後に放野 した個体の数は合計 6羽 (成鳥 3羽 ,幼 鳥

3羽 )で ある。観察 した成鳥及び幼鳥 (ここで示す幼鳥とは,巣 立ち観察 日より20日目と

27日目にバンディングした個体である)別 の外部測定の平均値の大きさは,表 2の とおり

であった。この結果,1989年 7月 4日 及び同 6日 に保護 されたヤマセ ミ2個 体の測定値は

幼鳥が示す範囲と一致 し, 2羽 のヤマセ ミがいずれも幼鳥であると考えられた。また神奈

川県内でのヤマセ ミの巣立ちは 7月 に観察 されるケースが多く (神保 ら 1985), 2個 体

が収容 された時期と一致することから判断 し, 2羽 のヤマセ ミが巣立ち後間もない個体と

考えられた。

なお,同 様な状況と事例は1986年7月 25日,神 奈川県南足柄市矢倉沢付近の林道で保護



されたヤマセミについても観察されている (神奈川県立自然保護センター報告 5,1988参

照兆            i

3.飼 育状況の概要

(1)強制給餌

先にも述べたとおり, 7月 4日 に保護された個体は同日中に死亡したので,本 報では同

6日 に保護収容の個体 (性別は雄)について述べる。同個体の飼育期間は1989年7月6日か

表1.保護個体の外部測定値

表2`バ ンディング調査個体の平均値
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ら
'89年

8月10日までの36日間である。なお, このヤマセミは保護飼育により元気回復後

の8月 10日午前11時2ユ分に神奈川県立自然保護センター野外施設内で放野された。

強制給餌は,ヤ マセミが餌台の解凍魚あるいは池の中に放し飼いになった魚を自力で捕

食し始めるまで行つた。実施期間は 7月 6日 , 同` 7日,同 8日 ,同 9日の毎日(午前 1回 ,

午後 1回)で あるが, 7日 は午後 1回, 9日 は午前 1回である。 4日 間の強制給部中に与

えた魚の総数は29匹である。その魚種は ドジョウ,オ イカワ,フ ナ,ア プラハヤの4種 (

図 5)で ,一 日当りの給餌数は6日 が1, 7日 が11, 8日が10, 9日が5で ある。

写真 1.小 鳥用飼育ゲージ内のヤマセミ(保護2日 目)

写真2.野 外飼育合のヤマセミ(保護4日 目)
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次に強制給餌方法について述べる。ヤマセ ミは観察者に保持 されても頚,頭 部をうなだ

れた状態であった。運動動作 もほとんど観察 されず,自 力での採胡は不可能であった。強

制給部 を行 う際の保持者による鳥体の保定姿勢は次のとおりである。給餌者はヤマセ ミの

体 を垂直に, やや前方に傾けて保定 し, 左手の親指, 人差指で上嘴 を, さ らに左手薬指

で下嘴 を固定する (写真 5)。 さらに給餌者は右手で給餌 しようとする魚 を確保 し,咽 頭

及び気管 を傷つけないよう注意しながら魚の頭をヤマセ ミの咽頭入日まで挿入する。その

後右手人差指で鳥の皮膚上から魚 を食道からE素嚢へ誘導する (写真 6)。 しかし,こ の方法

写真3.保 護当日に落鳥した個体

写真4.飼 育中のヤマセミが採何していた解凍魚



による食物の廉下は観察され拭 ヤマセミは給餌したすべての魚を嘔吐した。また,食 物

の挿入後ただちに人間による保持動作を解放してもヤマセミ自身による食物の鴎下は一切

観察されなかった。しかし,食 物の挿入後も嘴を開けた状態を保ちながらその食物とする

魚を皮膚上から誘導することで,食 物の食道通過が観祭された (写真7)。 なお,こ のよ

うな方法での強制給釘はこれまでに報告された例がない。

(2)飼育日誌

ヤマセミの飼育期間は1989年7月 6日 から同8月10日までの36日間である。この間に給

写真 5,給 都中のヤマセミ

写真6.給 観後皮膚上から魚を誘導する



餌された魚の総数は2卸匹である。

7月 9日保護4日 日,ヤ マセミの運動がやや活発となり,人 間が飼育ゲージに接近する

ことで個体の逃避行動が観察された。また,強 制給部のため鳥体の保定を行う場合及び給

餌最中に攻撃行動が観祭された。このため,小 鳥用飼育ゲージから野外飼育舎にヤマセミ

を移動した。

同日16時15分,池 に放し飼いのフナ (全長1 lcm)に対して自力による捕食行動が観察さ

れた。その】対兄は次のとおりである。池に約1覧mまで接近したヤマセミは約五秒間フナの

写真 7.開 日した状態で食物を哺下するヤマセミ

写真8.嘴 で傷つけられた魚



動きに注目したのち,池 の中に全身を入れて嘴でフナを捕えた。

野外生活のヤマセミは捕えた魚をlltを使って岩などにたたきつける習性がある。池の中

のフナを捕えた飼育個体でも同様の行動が見られた。ヤマセミは捕えた魚の頭の方から飲

み込む。しかし,飼 育個体は魚体の中心付近をtlgで1まさんだままの姿勢で鴎下動作を行つ

たため,魚 を飲み込むことができなかった (写真 8た

同日17時15分,再 び池に放された魚 (オイカワ,全 長約 7 cm)の捕食行動が観察された。

オイカワを捕えたヤマセミは魚体の中心部を嘴ではさんだ状態での鴎下を始めたのちに,

魚体を二つに折 り曲げてから飲み込むことが観察された。

7月 11日,保 護 6日 目,午 前 6時 15分整羽行動が初めて観察された。これはヤマセミの

健康状態が回復 していることを示している。一方,捕 えた魚すべてを頭の方から味下する

のが観察された。

7月 12日,保 護 7日 目,飼 育舎内でのホバウング動作が頻繁に観察された。

7月 13日,保 護 8日 目,個 体の自力採餌が安定し,飼 育舎内での日常行動も活発となっ

てきたため,午 前 1回 ,午 後 1回 の人工的な水浴び (雨天日は除く)を 開始する (写真 9

)。 強制的な水浴びの実施は,ヤ マセミの翼能力の安定を保たせ,放 野後のヤマセミの野

外生活の トラブルを防ぐ意味も含まれている。水浴びにより飼育舎内での整羽行動が頻繁

に観察されるようになった。

ま と  め

本文でもすでに述べてきたが,保 護された2羽 のヤマセミはいずれも幼鳥であることが

41t察されたが,ま た,そ れぞれの個体は体の成育状態の差が少ないこと,保 護された場所

が比較的近いこと,収 容された日が接近していることなどの共通点から考えて2羽 のヤマ

セ ミは同一の場所 (巣穴)か ら巣立ったものではないかという可能性が考えられる。一方‐

写真 9.水 浴び中のヤマセミ
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2羽 のヤマセ ミは二川地域に周年生息 し繁殖 している1番 のヤマセ ミの行動圏内で保護さ

されていることから, 2羽 の収容個体が同地域に生息するヤマセ ミの難なのではないかと

いう可能性が考えられる。

保護 された 2個 体の体に外傷は観察 されず,そ の衰弱原因は飢餓によるものと考えられ

た。一般に幼鳥における表B5(外 傷が確認 されない場合)の 原因としては,巣 立ち直後等

に親鳥から離れてしまい,必 要な給都 を受けられない状況が発生 した場合が考えられる。

厚木市玉川地域に生息するヤマセ ミには行動圏内に休息,水 浴び,採 餌 を行 うための決っ

た場所 (定留場所)が ある (神保 ら1984)。 巣穴 を飛び出た幼鳥は親鳥の誘導を受けなが

ら定留場所に移動し, ここで親鳥 からの給餌 を受けることが観察 されている (神保ら1985

)。 このことから考えると, 2羽 のヤマセ ミが仮に巣立ち直後の個体とすると,親 鳥によ

る誘導途中に方向を失った可能性 も考えられる。

既に論述 したが,ヤ マセ ミの 1羽 は衰弱状態が回復せずに同日中に死亡した。 2羽 目の

個体についても生命が極めて危険な状態で収容 されているが,飢 餓が原因による衰弱個体

への一時的な適量以上の強制給餌は消化不良の発生要因となる。このため,収 容当日に与

えた魚は 1匹 とした。ところが給餌の際にヤマセ ミの口腔及び咽頭入口に魚 を入れてもヤ

マセ ミ自身による積極的な食物の味下は認められなかった。そのため給部 した魚は人為的

に回収 をしない限 り咽頭入口位置に留まる例 と,嘔 吐する例があった。だが,魚 の給餌後

もヤマセ ミの嘴 を閉 じさせないことで,食 物の食道通過が確認 された。一方,ヤ マセ ミの

元気回復 とともに自力による食物の鴎下が観察 されるようになった。言いかえればこの例

は,個 体の衰弱が重度の場合は自力による鳴下が困難なことを示 したものといえよう。

ところで,こ こで示 した衰弱重度個体への強制給餌は, 自力による積極的な食物の囀下

ではないため,食 物の挿入時の食道損傷に注意が必要である。

文 献
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神奈川県立自然保護センター報告第7号 (1990)

神奈川県立自然保護センターの野外施設

周辺に生息する爬虫 ・両生類について

富 田 京 一巌 ・ 見 澤 康 充敗

HerpetOfauna in the Kanagawa Prefectural Nature

COnservation Center(Nanasawa,Atsugiとshつ

K y o h i c h i  T O M I T A  Y a s u c h i k a  M  I s A W A

は  じ  め  に

神奈川県立自然保護センター (以下自然保護センター)に は緑化見本国,竹 見本国,昆

虫の森,野 鳥の森,水 鳥の池,ホ タルの里,湿 生植物園からなる面積約 7 haの野外施 設

がある。これらの施設は,都 市化など開発の影響を受け自然観察を行う場が減少しつつあ

る現在の状況からみて,非 常に大きな意味をもつものと考えられる。そして野外施設に生

息する動植物について知ることは,自 然保護センターの活用などの点も含め極めて重要で

ある。今回は自然保護センターの野外施設およびその周辺の爬虫・両生類相を明らかにす

ることを中心とし,爬 虫 ・両生類についての実態調査を行った。

調査地の概要

調査を実施した自然保護センターの野外施設は丹沢山塊の東部山麓の厚木市七沢に位置

し,標 高は約80～110mである。雑木林や畑および谷戸の水田をもとに造成されたものであり,

地形的には谷戸の南側に沿って多々良沢と呼ばれる小さな沢が流れる細長い谷間部分と,

その周囲の斜面に発達した森林および丘陵上部の平担地からなりたっている。谷戸部分は,

多々良沢の上流から取水した水が人工的な水路を流れるホタルの里,そ の水によって結ば

ばれた人工的に堀った小池沼が散在する水鳥の池, さらに池の水が流れ込み湿地化してい

る湿生植物園にわけられている。斜面部分は落葉広葉樹を主体とした二次林 (雑木林)で,

南側斜面は整備された道があり観察小屋のある野鳥の森および昆虫の森にわけられている。

丘陵上部の平担面は緑化見本国として緑化樹木等が植栽され,そ の周囲は畑や果樹園,林

業試験場になっている (図1鴻

調 査 方 法

調査地域内を歩 き回り目撃 した爬虫 ・両生類 を記録 し,不 明な場合は捕獲 し同定をおこ

なう見つけ取 り法により調査をおこなった。野外施設周辺の道路にみられた路上死体 (D

※丹沢爬虫両生類研究会 Tanzawa HerPetO10gical Society



OR)も データとして取扱った。両生類に関して卵塊はデータとしたが鳴 き声は参考とし,

成体 を実際に確認 した場合 を記録 した。調査は1989年 4月 ～11月の期間に20回おこなった。

調査結果および考察

1.生 息 している爬虫 ・両生類の種類

今回の調査によって爬虫類 7種 ,両 生類 6種 が確認 された。今回の調査では確認できな

かったものの,今 回の調査以前に自然保護センターに保存 されていた爬虫類 3種 の液浸標本

も含め ると,以 下のよ うになった。なお,科 及び種の配列ならびに学名及び和名につい

ては原則 として原色両生 ・爬虫類 (千石編,1979)に 従った。

爬虫類 RE P T I L I A

カメロ TESTUDINATA

ヌマ ガメ科  Emydidae

クサ ガメ Cれ れcttJダs Tccν¢S】

有鱗目 SQUAMATA

カナヘビ科 Lacertidae

ニホンカナヘビ T。たノJγo御″s,acんメJ″θ句o,】cs

スキンク科  Scincidae

ニホントカゲ Eαttccぃ れ'SC切!αれs

ナ ミヘビ科 Colubridae

アオダイショウ Era?れをcれ仰acoクれ。Tα

シ'マフヘヒゴ  E′αクれを q″。】T,夕j″gaをo

ジムグリ Erapれでc。″sP iCj′′aサo

今回の調査では確認できなかったが自然保護センターに標本が存在していた。

シロマ グラ Dj″oどo″οヶj御↓ariS

今回の調査では確認できなかったが存在していた標本 (DOR)の 状況から野

外施設周辺の道路で見つかったものと考えられる。

ヒバカリ A t t Pれ, c s″a? J b aんo T j

ヤマカガシ 妃あabど。クれ,s"gヶj“″s

ニホンマムシ スどた,s↓″θ』o″b′o切れ。Frj

今回の調査では確認できなかったが自然保護センターに標本が存在していた。



両生類 AMPHIBIA

有尾類 URODELA

イモリ科 Salamandridae

アカハライモリ Cメ″opsクダヶ″れogasたヶ

無尾目 SALIENTIA

アマガエル科 Hylidae

ニホンアマガエル rrメoブαp。所Ca

ヒキガエル科 Bufonidae

アズマヒキガエル 』 ″/oすopo“jc″s/Oγ砲os″s

アカガエル科 Ranidae

ヤマアカガエル R。″α OT″aをわ御けT's

ラ′チフゲエ,レ  Rana rugosa

アオガエル科 RhacophOridae

シュレーゲルアオガエル 妃れ。cθ?れoT“s scれた控′所

出現 した種類および標本が保存 されていた種類はいずれも,神 奈川県では森林がよく残

されている丘陵周辺でみかけられるものであった。確認はできなかったものの,以 上の種

類に加えてタカチホヘビ Acれα′あ“s s"″α,Sが 生息 している可能性 が高い。本種は夜

行性で発見の機会が少ないが,同 じ丹沢山塊で環境的にも近い秦野市の弘法山麓で確認 さ

れている (見沢,未 発表鴻

この他に自然保護センターに寄贈 された三浦半島産らしい トウキ ョウサ ンショウウオ

rfy″。ぁれsサ。たダο2句s,s が職員の手により試験的に野外施設内に放された。1988年にも同

様の行為がなされたようである。定着するかどうかしばらく細かに観察することが必要と

されるであろう。

2.生 息状況

調査するにあたって一度目撃 した個体についてマーキングはおこなわなかったので,特

に出現回数の多い両生類では同 じ個体 を何回も記録 している可能性が高かった。そのため,

生息個体数については明らかにすることはできないが, どの種類 をよく見かけるという意

味の出現頻度で生息環境との関係を考えてみることにした。まず野外施設を湿生植物園,

水鳥の池,ホ タルの里,昆 虫の森,野 鳥の森,緑 化見本国,竹 見本国,周 辺道路の8つ に

区分し,そ れぞれの地点に爬虫 ・両生類が何回確認されたかを示 してみた (表1)。 ただ

し,両 生類の幼生 (オタマジャクシ),変 態直後の幼体などについてはデータ外とした。
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野外施設全体の爬虫 ・両生類の総出現回数は277で ,そ の うち最も多く出現 したのはツチ

ガェルの 137回 だった。これから出現 した爬虫 ・両生類の49.5%が ツチガエルであり,カ

エル全体の出現回数185回 で考えると74.1%と なり本種が野外施設で最もよくみられるカ

エルであることを示 している。カエル類ではニホンアマガエルが少なかった。環境から考

えると十分に生息可能で,実 際に自然保護センターから少し離れた水田では本種の大合帽

が聞かれた。野外施設内では本種の幼生は確認できなかった。生恐的に本種と似ているシ

ュレーゲルアオガェルの大合唱が野外施設で聞かれ,明 らかではないがかなりの数が生息

しているとみられる。このことから両種が何 らかの原因で棲みわけていると考えることも

できる。

自然保護センターではヘビをよくみかけるという話も聞かされたが,出 現回数はヘビ全

体でも14回と少なかった。もともとヘビ類は捕食者であるため個体数が被捕食者のカエル

並みに多いとは考えられず,他 の爬虫 ・両生類よりも目撃 した者に強い印象 を与えるため

よくみかけるように思われがちなのであろう。ニホントカゲは周辺道路でよくみられた力ヽ

本種の生活のなかで日光浴は重要であるため,林 縁のよく日のあたる道路に多く出現 した

とみられる。 クサガメに関しては持込まれた可能性が非常に高い。ただし,水 鳥の池の う

ちのいくつかの池はカメ類の生息に適 しているため,持 込まれたカメが自然保護センター

内で繁殖するのは可能 と考えられる。

次に,爬 虫 ・両生類が多く出現 した湿生植物園,水 鳥の池,ホ タルの里の 3地 域につい

て,各 種類の出現回数を各地域の爬虫 ・両生類の総出現回数で割つた出現頻度 (%)で 表

してみた (図2, 3, 4)。 湿生植物園ではカエル類の出現頻度には大きな差がみられな

いのに対し,水 ″鳥の池ではツチガエルが極めてよく出現 した。これから考えると,湿 生植

物園はまだ比較的に七沢の自然本来の姿が残 されているためバランスが良いが,水 鳥の池

は人工的に深 く堀 り下げ, しかも池の周囲は乾燥 した草地 となっているためバランスが崩

れ,環 境に適応できたツチガエルが爆発的に増えたものと考えられる。ただしツチガエル

の成体は水場の付近で生活するため,水 鳥の池では他のカエルの成体に較べて目撃 しやす

かったということも考えなければならない。水鳥の池で確認できたカエルの卵は本種のも

のだけであり,少 なくとも他のカエル類にとって繁殖に適 さない水場であると考えること

はできる。アカハライモリについては季節的な移動がみられた。繁殖期の 5月 頃は湿生植

物園でよくみかけたが 6月 半ば以降は姿 を消 し, 7月 下旬に昆虫の森で 2個 体をみかけた

だけだった。 しかし,11月 になるとホタルの里の水路で一度に24個体がみつかった。姿 を

消 していた時期は陸上生活をおこなって分散 していたために発見される機会が少なかった

のであろう。そして冬が近づくと越冬に有利なホタルの里の水路に集合すると考えられる。

全体的に考えるならば自然保護センター野外施設内の爬虫 ・両生類相は豊富で環境的に

も良好であるが,現 在の状況 と今後の野外施設の維持管理 を合めて以下のような問題点を

指摘することができる。

・野外施設の充実という目的の行為が,そ の手段および施工場所により以前から生息す

る爬虫 ・両生類に重大な影響 を及ぼす可能性があること。

・すでに影響が出たと考えられる水鳥の池の爬虫 ・両生類相がさらにどのように変化 し

てゆくかを詳 しく記録する必要があること。

・水鳥の池でツチガエルが増えた原因のひとつに, もともと七沢に生息 していたカエル



類のうちで本種が水″鳥の池の環境に適 していたことがあげられる。このような新 しく

作 られた競争相手の少ない環境に,競 争力が強く生息にも適 しているウシガエルや ミ

シシッピーアカミミガメなどが持込まれた場合,野 外施設内の生態系に重大な影響 を

及ぼすと予想されること。

水鳥の池については以前から生息 していたカエル類のバランスが崩れてしまっていた力ヽ

人工的に復元するのであれば現在生息する爬虫 ・両生類にさらに圧 力をかけることになり

かねない。そのまま手を加えないでおくのであれば,結 果的にはカメ類の生息に適 してい

ると考えられる環境になった為,神 奈川県下でカメが生息できる環境自体が希少になって

いる現状からイシガメあるいはクサガメの保護 ・繁殖 を目的とした生態観察の場 として利

用するのもひとつの方法である。そのためには トウキョウサンショウウオの場合の様に無

計画におこなうのではなく,移 入する個体の産地および個体数を慎重に検討 し,綿 密な計

画をたてて実行および追跡調査 をする必要がある。

しかし,ア カハライモリなどこれまでどこにでも普通にいると思われていた爬虫 ・両生

類が神奈川県内および周辺地域で急激に減少しつつある現在の状況 を考えるならば, 自然

保護センターの野外施設の維持管理にあたっては七沢に本来生息 している爬虫 ・両生類相

を維持 してゆくことが最優先されるべきである。また,今 回の調査 を一過性のもので終 ら

せることなく,引 続 き定期的な調査 を行 うことで野外施設内の爬虫 ・両生類の実態 を明ら

かにすることが必要である。

自然保護センターの野外施設 (湿生植物園,水 鳥の池,ホ タルの里,昆 虫の森,野 鳥の

森,緑 化見本園,竹 見本園,周 辺道路)に おける爬虫 ・両生類相を調べた。調査の結果,

自然保護センターに保管 されていた標本をあわせて爬虫類 2目 10種,両 生類 2目 6種 の生

息が認められた。水鳥の池では確認 された爬虫 ・両生類の種類に大きなかたよりがみられ

た。

文   献

千石正一編 1979 原色 両 生 ・爬虫類 206pp.,家の光協会,東 京.

要結
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Ⅲ

/

表1,野 外施設各地点での爬虫

現しなかったがすでに標本と

記生活物田

ロロn

・両生類の出現回数 (Ⅲは今回の調査では出

して自然保護センターに保存されていた種)

/fメ 練

湿生植物田

ホ タル の 里

緑化見本田

出現回数計
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写真 1.ヤ マアカガエル (アカガエル科)R。″α oTttaサルcがγ js



写真 2.シ ュレーゲルアオガエル (アオガエル科)妃 んocθpれοras scれたどれ

写真 3.ア カハライモリ (イモリ科)Cgη O?s?grγ ん。gosけで″
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写真 4.ニ ホントカゲ (スキンク科)Etttcccsれ ,jsc″,αれs

写真 5.ヒ バカリ (ナミヘビ科)A叩 市CS″。ゥお。た。"



神奈川県立自然保護センター報告第 7号 (1990)

神奈川県における海岸植物の分布と生育状況

大 野  啓 一朗
法・増 子  忠  治

法・仲 沢  功  貴
凛

Distribution Of cOast plants in Kanagawa Prefecture

Kellchir0 0HNOT Tadaharu MASUKO' and KOki  NAKAZAWA'

は じ  め  に

水際の植物は,一 般に生育環境の変化に鋭敏に反応 し,環 境指標性が高いといわれてい

る。この点に着目して,県 立自然保護センターでは県内の池沼や河川の水生植物の調査を

行い,神 奈川県立自然保護センター報告 4(1987), 5(1988)に 報告した。

海岸植物についても,昭 和63年度には,相 模川以西の海岸地域を調査し,同 報告 6(19

89)に 報告した。

筆者らは,前 年度に引き続き,平 成元年度は相模川以東の自然海岸の植物分布および生

育状況について調査を行った。ここに,そ の結果を報告し,自 然海岸地域の環境保全対策

に資するものである。

調 査  方  法

調査は1989年6月 ～10月にかけて行った。調査区は相模川以東の海岸地域を対象とし

て基準メッシュ (国土地理院発行の2万 5千分の 1地形図を縦 ・横それぞれ10等分したも

の)を つくり,自 然海岸に該当するメッシュ内に設けた。調査区は砂浜地域では汀線から

内陸へ約100mの 地点で,代 表的な植生地を選び,そ の面積は10×10m又 は30×30mで あ

った。断崖地域の調査区↓封砂浜区 (汀線から約10×10m)と 断崖区 (5× 5m)と した。

調査項目は調査区内の植物と生育状況を主としたが,帰 化植物等の状況も併せて記録す

るように努めた。なお,砂 丘地の防風ネット内の人工植栽地については調査は行わなかっ

た。生育状況については次のようにA・ B・ Cの 3階 階に分けて記録 した。

A:多 い

(被度 51～10 0 % )

B:普 通

(被度 21～50%)

C:少 ない

(被度 1～ 20%)

なお,メ ッシュ番号は2万 5千分の 1地形図の図幅と図 1の ように設定した。今回の調

査地域の図幅名の位置関係を図 2に示す

※神奈川県立自然保護センター KanagaWa Prefectural Nature Conservation Center
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調 査 結 果

1.相 模川以東における海岸植物

1)相 模 川以東における海岸植物 のリス ト

今回の調査によって得 られた 60メ ッシュの調査資料 をもとに,

に生育する植物 をとりまとめた結果は表 1に 示すとおりであり,

た植物は165種であつた。

それぞれの種について,確 認された生育地の環境や海岸植物 と

した。また,帰 化植物についても明示 した。

相模川以東の海岸地域

同地域で生育が確認され

しての特性を表 1に表示

2)相 模川以東における海岸植物の生育状況分布

海岸植物のリス トに記載 されたすべての種についてのメッシュごとの分布及び生育量は

図 3～ 図 167に示すとおりであった。

2.相 模川以東における海岸植物群落

当地域の海岸植物 を生態的にとらえ,調 査 した32メ ッシュのそれぞれの特性 を明らかに

するために,メ ッシュごとの調査資料を1植 生調査資料として読みかえ,植 物社会学的手

法を用いてとりまとめた。従って,調 査地の群落学的な均質性が確保されていないため,

同 じ群落内の調査地 ごとの出現種数には,か なりのばらつきが見うけられたが,次 の群落

に区分された。

1)海 岸砂丘植生 (表2,No l-8)

海岸砂浜の汀線にもっとも近い所には,砂 の移動に耐えうる根系を持ったハマヒルガオ,

コウボウムギで区分されるコウボウムギ群落がみられた。この群落は,ハ マグルマーマウ

ボウムギ群集の標徴種であるハマグルマ (ネコノシタ)を 欠いているが,砂 の移動の特に

激 しい所ではネコノシタの出現がみられない (宮脇 1972)と い うことなので,こ の群集 と

同一とみてよい。この群集の平均出現種数は, 4種 であった。

コウボウムギ群落の後背地には,ケ カモノハシ,ハ マエンドウ,ハ マエンニクで区分さ

れるハマニンニク群落がみられた。砂の移動も少 し弱まるために,出 現種数も20種と多か

った。また,同 じヨウボウムギ群落の後背地にあたり,や や湿性の立地にはヨウボウシバ

が優 占するコウボウシバ群落がみられた。

いずれの 3群 落 とも湘南地区でみられた。この地域は,夏 場には海水浴場 として多くの

人々に利用されているため,好 窒素性のコマツヨイグサが高常在度で出現 していた。

さらに,鎌 倉地区では海岸林にっづく幅の狭い砂浜に, タイ トゴメが優 占しコウボウム

ギ,ハ マエノコロ,ア シタバ,ク コ, トベラなどが出現する群落がみられた。この群落は

前述の 3群 落に比べ,土 壊条件,水 分条件がより安定していると推定される。
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2)海 岸断崖地風衝草原 (表2,N09～ 28)

母岩が露出した断崖地には,岩 の割れ目やわずかな隙間 ・窪みに土砂が堆積 しており,

このような所にハチジョウススキ,イ ソギク,ボ タンボウフウ,ス カシユリ,ハ マカンゾ

ウ, クサスギカズラなどがみられた。これらのイツギクーハチジョウススキ群集の標徴種

群をはじめとして,ツ ワブキ, ラセイタツウ,ハ マボッス,ア シタバ,オ ニヤブソテツな

どで区分されるハチジョウススキ群落がみられた。この群落には,ま た, トベラ,オ オバ

マサキ, クロマツ,オ オバイボタほか多くの海岸低木林 (マサキー トベラ群集)の 構成種

がみられた。このため,イ ソギクーハチジョウススキ群集に該当するものの,そ の典型と

は言えない。この群落は,三 浦地区,秋 谷地区,鎌 倉地区で確認された。

この群落域のなかで,断 崖地下の砂や礫が堆積した崖錐地には,ハ マエノヨロ,ハ マエ

ンドウ,ツ ルナの他に,ハ マヒルガオ,コ ウボウシバ,ネ コノンタ,ハ マゴウなど砂丘性

の種群を伴った群落が,下 位区分された。また,断 崖地下部で地下水が地表に現われるよ

うな所には,ア イアシが優占する植分もみられた。

3)海 岸断崖地風衝低木林 (表2,NQ29～32)

ハチジョウススキ群落の後背地には,よ り安定した立地があり, トベラ,オ オバマサキ,

メダケ, クロマツ, イヌビワ,マ ルバグミなどで区分されるトベラ群落がみられた。マサ

キー トベラ群集の標徴種のうちクロマツは出現していたが,オ オバイボタ,マ ルバシャリ

ンバイ,オ ニヤブソテツを欠き,か わりにハチジョウススキを伴っている。典型的なマサ

キー トベラ群集とは言えないが,そ の断片とみられる。鎌倉地区,秋 谷地区で確認された。

お わ  り  に

湘南海岸地域の砂丘には砂丘植物の出現が多く,三 浦海岸に進むほど,海 岸断崖植物が

見られた。今回の調査対象植物には塩沼植物は含めなかつた。 しかし,ア マモが江奈湾で

確認されたことは大変興味のある点である。河日の改修や埋め立などの開発が進んでいる

が,こ れらの植物は自然環境の保全と同様に保護して行かなければならない。また,海 岸

の堤防や護岸の改修を行う場合,海 岸では強風,荒 波などに洗われて, きびしい環境のた

めに施行が困難と思われるが,最 近,道 路の法面や河川工事などでも工夫されているよう

に,植 物が繁茂しやすい方法とか人々がなぎさで海水に手や足を入れて自然とのふれあい

を楽しめるように工夫すると良いと考える。

1988年に行った相模川以西の海岸植物調査で出現したコバノタツナミソウ ・ミソハギ ・

イシミカワほか27種類の植物は相模川以東の地域では見られなかった。今回の調査で,相

模湾から東京湾に近づくにしたがって,植 物はそれぞれの環境に適応 しながら住み分けて

いることがよくわかった。
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卜
挙

代

小
ト
ロ
小
ト

十
ヽ

卜
伝

卜
甲

ｍ

牛

ヽ

小

そ

小

ｍ

く

小

小

そ

小

向

い

へ

十

十

小

聞

向

心

ｍ

か

ヽ

卜

冬

‖ い3∞ 寸 崎
〇 〇 OCO

●
ゃ
、
【【ｏ
つ
日
，
　
の
中ａ
Ｑ
一。
【〓
ａ
付
〓
ば

Ｃ
宮
一
〓
０

【
付
■

宮
】

の

電
■
中【中ａ
，
一　
ｏ
的
ヽ
０
””
０
専宮

車
や
毎
【宮
一ｏ
付
【　
、
■
０
吾
や
０
宮
０
０

何
¨
い
０
や
０
宮
【
や
・
０

一
ョ
ｏ
り
〔
　
付
白
０
中
０
的
中
一
宮
Ｈ

心

ケ
ヽ

３
Ｈ

Ｘ
け

ホ
く

ミ
ト

ム

、
ｒ

ヤ
Ｋ

卜
（，
ャ
（

応
く

玉

・
告

（
■

（
十
ｈ

け
小
卜

（

ｘ
開

十
ヽ

ヤ
ｍ
ト
レ
開

牛

ホ
ト
け
聞

C卜 OO O O
CCCCト

呂
ヨ
や
”
【ヨ
。
“
宮
　
日
，
〓
一Ｈ

付
日
ふ
【
一
０
付
【　
Ｘ
一ｏ
Ｏ

の
Ｆ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
」
　
Ｆ
【，
一
一ｏ
中
Ｈ̈
障

田
０
”
付
【的
　
電
０
り
，
■
赳

の
宮
０
一。
。
，
的
ョ
リ
　
リ
，
や
０
一
”一
〇
ヽ
声

い
ヽ

ヽ

ヤ

Ｋ
け

十

ヽ
く

ふ
Ｘ
け

か
ヽ

小

ミ
く

け
億

ｋ

、
小

十

ふ

ｘ
卜
Ｂ
（

中
億

口
（

午

く

い
ヘ

ホ

ト

H∞ ∞ 寸 崎
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尽
型

ポ
唆

○ ○ ○ ○ ○

翌

士
聾  聾 聾択

唖

・
聾 贈 堅

択

・
堅

ポ

・
唖

・
パ

殴

・
聾 ポ

ミ
仙
劇

栄

・
Ｓ

鞭

・
Ｓさ辿

喪

。
さ

鞭

弧墨虻墨さ 虻把 S製 製 弧 当型 嘔弧 型 墨 迎 装 装

弾
　
　
朴

弾
　

　

鷲

Ｎ
　
　
理
　
　
ど

。
一車
宮
【０
中】】
ｏ
　
Ｅ
ョ
ｏ
●
ｘ
苺
ｈ
ヽ
■

ヽ
宮
≡
の
の
一や
【付
　
０
的
に
円
≡
０
の

Ｇ
ｏ
一】
一つ
】り
　
付
】”
ｔ
宮
〓
０
め
ｈ
Ｏ
の
り
。
噂“

【
中
的
ｈ
Ｏ
つ
ｏ
，

〓
，
　
Ｆ
二
、
ａ
り
、

い

ｏ
中
の
自
０
宮
一
の
　
の
０
一
や
Ｆ
車
。
の
一
専
吉

ふ

十

ふ

十

十

■

心

ヽ

や

や

ヽ

マ

子
そ

ヽ
ふ
小
ｍ

や
甲

小
ト
ホ
伝

い
ト
ミ
ふ

や
甲

小
卜
十
御
ホ
ヽ

Ｈ

コ
＼
ｘ
ｋ
、

十
く
ヽ

Φ 卜 OO O O
ト ト ヽ い OO

宮
，
０
一宮
０
〔
付
一
日
，
ｏ
０

”
【的
白
０
つ
宮
０
ま
一
　
の
，
一
中〓
。
付
専‘

付
０
一、

、
ゃ
〔
〓
ｏ
口

日

・
ヨ
【０
■
Ｎ
ぁ
】
ｏ

日
ヨ
円
０
∽

付
ゃ
。
一，
ｏ
一ｏ
Ｃ
ａ
　
の
こ
”
日
０
一
〇

ト
ク
ヘ

十

＼
く
ふ

ふ
十

小
卜

ヽ
ふ
ト
イ

本

心
そ

六
十

心
ト

ト
ｍ

や
億

十

へ
体

ふ

心
口
体

十

ミ
ふ

Ｋ
侑

と

ヽ
ふ

心
ト

ハ

ーー

ト
申

OO 00 00 00 00

ヽ
■

つ
●

一
的
　
り
，
Ｅ
的
“
０
口

一
回
中

の
，
ゃ
Ｇ

一
ョ
ｏ
一
Ｏ
ｈ
Ｏ
　
の
，
Ｈ
ゃ
り
付
【
Ｏ

Ｏ

の
ほ

耳
宮

日

や
０

●

・
宮

【
０
呂

Ｅ

Ｏ
Ｏ

Ｅ

ｏ
世

宮
ｏ
ａ
ｓ
い

日

ヨ
≡

０
〓
巨
、
Ｆ
Ｏ

車
ｏ
一
常

『
宮
一
一
ふ
ｏ
　
付
や
付
ｈ
Ｏ
ａ
Ｅ

月

″
ヘ

牛

十
小

‐―

十

ふ
Ｈ

ト
ふ
十

や

や

″
ヘ

ミ

ト

十
生
中

＼
小
ミ

ト

十

ふ
Ｈ

ト

十
億

向
ホ
ホ

十
徳

ホ

∞ ∞ ∞ ∞ O

付
”
ａ
ｏ
ｏ
の
。
中
【
ｏ
一
　
●
【
ｐ
白
ｏ

一
ａ
，

日

、
ゅ
中
宮
。
ａ
ｏ
い
　
。
的
ヽ
や
０
●
【
伍
；

ヽ
宮
崎
【
ヽ
白
ヨ
〓
じ
中
登
，　
●
り
０

ば

Ｇ
Ｏ
Ｅ
【
的
付
【
中
の
り
，
ゃ
　
毎
【
ｈ
車
一
ョ
的
■
赳

付
的
宮
ヽ
ａ
【
０
　
付
”
Ｆ
Ｏ
的
に
■
や
０
障

■

体

や
伝

心
と

口

く

ヽ

末

い

ク
ヘ

ふ
十

ホ
ミ
ト

十
ヘ

マ
伝

心
と

口

く

ヽ

末

心

と

い

く

ヽ

♪

ミ

・
ト

十

卜

い

ト

ホ

ミ

ト

H田 ∞ や い

車
〓

Ｆ
ｏ
ａ
ｃ
い

車
ｈ
ｏ
●
一
ｏ
ｏ

Ｈ

付
ゃ
車

”
中
ａ
の
ョ
じ
中
】
や
　
り
，
り
り
【
０
０
●
ｏ
一
や
白
付
偽

『
一
田
『
】
ｏ
ｏ
　
付
一
Ｈ
ふ
，
や
や
ョ
０

エ

●
“
一
つ
０
や

日

ヨ
ｈ
ｏ
ａ
ｏ
Ｏ
ど

中
い

．　
　
　
●
ｏ
【
ｏ
Ｏ
ａ
車
一
　
に
ｏ
白
ｏ
ｏ
の
０
中
６
【

卜
ｋ

ミ

ヤ
く

小
生
体

″
体

ふ
生

応
て

と

Ｗ

や
＼
け
十

心
生

ト

ーー

ふ
小

ト
ホ

″
体

ふ
生

卜
７
二

日
門

と

潔ゝ 器恐雷
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ポぶ
唆理 ○

翌

姓
吐

・蜂 聾 聾 憩 聾 ぷ 噂 噂 聾

択

・
殴

・
聾慕

唖

・
聾聾ぷ 択

択

・
唆

・
聾

翼
仙
朝

喪

金 弧 製 製 弧

煎

さ

迎当塩弧栄

鞭

弧 弧 総弧 総 SttS S S 喪蕊 心製 量

岬
　
　
朴

蝉
　
　
鷲

Ｎ
　
　
樫

　

芝

の
中の
Ｆ
ｏ
，
常
ヽ
　
口
〓
や
宮
０
たヽ

０
や
０
【，
０
宮
，
一
Ｏ
ａ
中，
ｏ
由
０
　
の
中∽
ａ
。
【Ｏ
ａ
宮
壇
く

の
Ｏ
”
中ｏ
や
田
ｈ
ｏ
的
ヽ
　
“
０
や
り
く

、
ｈ
ｏ
一■
宮
ョ
日

”
り
。
ば

、
中
付
白
や
０
０
白
〔
　
０
【【〇
一
０
と
，

卜

小

心

生

体
ふ
十

い

ク
ヽ

ヽ
十

ミ

小

′
ヽ

さ

生

卜

ヽ

ふ

竿

ヽ

開

ヽ

い

く

や

ヽ

ふ

小

＼

開

ヽ

Sさ 8さ 醤

の
ぁ
〓
ｏ
に
ゃ
り
ぁ

〓
ｏ
、
ａ
　
．

白
付
＞
　
り
】
”
”
ｈ
”
＞
　
に
中
ｈ
“
や
ｏ

の

り
】
０
ョ
ｏ
＞
白
付
　
り
，

〓
０
宮
０

の

り
，
や
ヽ
の
自
０

一
≡
０
０
　
り
，

〓
や
Ｆ
に
ｏ
り

，
Ｆ
【

付
０
宮
崎

一
０
０
０
「
り
　
ぃ
，

〓
宮

ヽ
】
円
０
日

　
“
中
占
ヽ
〓

ｏ
ゃ
の

来

ヽ

ふ

十

ヽ

や

ハ

ミ

心

向
小
体

ホ

日
向

ヽ
Ｈ
け
く

ホ

心

ｍ
小
ふ
く

十

く
ヽ
小

ｍ
へ
ふ
く

や

ヽ
中

く

て

開

く

醤き醤8骨

宮

ヨ
〓

宮
ｏ
ａ
付
一

日

，
一
『
【
Ｆ

Ｏ

り
Ｆ

円
宮
戸
中
０
白
　
り
，
白
Ｏ
ａ
ぁ

Ｏ

、
中
一
ｏ

】
一
Ｏ
Ｅ
戸
ｏ
や
ｏ
ｈ
　
Ｘ
ｏ
一
ｒ
チ

Ｇ
Ｏ
由
０
や
や
¨
【

．
白
車
，

電
＞

一
ョ

～
　
０
中
【
【
毎
ｏ
ｏ
Ｌ
ｏ
日

ｏ
Ｅ

り
，
日

写

【
白
付
宮

　

の
，
Ｌ
ぁ

〓
ゃ
毎

宮

い
や

十
ぺ

３
小
学

ミ

ト
小

ト
レ

ふ
３
Ｈ

Ｘ
レ

３
や

け
く

　

い
ョ

体

Ｋ
け
く

　

ゃ
ョ

小
ｈ

け
く

　

∞
ョ

小
供

ヽ
ミ
け
く

　

ぃ
呂

小
生

卜
Ｈ

け
く

　

Ｈ
呂

付
【
一
ｏ
宮
的

”
【
Ｏ
の
　
ｏ
【
的
０
や
り
ヽ

【
苺

Ｏ

り
中
宮
。
日
　
０
ヨ
宮
六
一
ロ

リ
宮
Ｏ
ａ
Ｏ
白
　
田
０
，
や
０
付
Ｈ

付
宮
【
一
“
り
　
付
【
常
付

【
ョ
的
ｈ
Ｏ
ａ

の

の
ョ
＞
【，
“
り
　
の
ョ
宮
崎
〓
ａ
毎
ば

末

ヘ

ミ

出

末

ヤ

ふ
十

ｍ
本
体

ホ

ホ

ト
ト

ト

末
ヘ

ミ

コ
け
く

ふ

――

ト

ーー
け
く

ホ
ヘ

Ｈ
け
く

■

ふ

ス
ト
け
く

卜
向

や
よ

け
く

0卜 ∞ 00
H H H Hヘ

●
０
一宮
０
島
ヽ
い　
０
ぁ
ｈ
事
口

『
０
白
ヨ
●
　
Ｃ
■
臣
い
０
０
０
ｈ
Ｏ

．由
電
＞
　
中【一”
的
・り
，
い
Ｏ
　
Ｅ
Ｆ
Ｏ
一Ｆ
毎
偽

日
ヨ
〓
や
授
り
、

日
ヨ

・
宮
■
Ｏ

田
ｏ
Ｇ
〓

】
由
，
付
日

　

的
”
〓
０
付
日

【
の
ぁ

Ｈ

十
く

ト

ｘ
■

ト

や

や

ホ
く

ヽ
ヘ

コ

心

ト

ト

ヽ

十

十

代
十

出

卜
申

ヤ
ｋ
牛

や
末

コ

Ｈ

コ

心
Ｈ

け
く

く

、
そ

け
く

Ｅ
ｏ
Ｏ
●
や
Ｆ
Ｏ
宮
，
Ｈ
Ч

ミN寒 ミ総
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§
型

ポ
唆

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○

翌
ヽ
士

吐
・
ぷ 唆 ポ 吐

翼
慨
朝

虻把さ製製 蚤 心 当 虻 総 谷 虻弧 弧 墨 墨 当 塩念製

鞭

弧 心製 製 蚤

岬
　
　
朴

Ｎ
　

　

鷲

導
　
　
岬
　
　
ジ

り
〔
の
Ｆ
Ｏ
宮
ヽ
の
ニ

ヨ
】

付
ｏ
ｏ

ば

ヽ
〓

宮
Ｏ
ａ
Ｏ
一

授

増

＞

り
０
コ
宮
Ｆ
Ｓ
　
Ｆ
Ｏ
ｈ
Ｏ
的
【
Ｈ

口

日

，
ｈ

ｆ

】

切
Ｆ
ｏ
や

ｇ

ョ
¨
■

Ｌ
。

Ｈ

Ｏ
の
ｏ
ｏ
ｏ
一
、
日

車
一　
Ｅ

ヨ
】
や
ヽ

【
〇

い
ク
ヘ

Ｘ
へｒ

ふ
十

ホ

い
体

ト

十
へ

（一
、
十

ミ

い
く

ヽ
ヘ

ト

ヘ

ト
【

ふ
く

ロ
コ

ト
や

ｍ
（

Ｘ
コ

ホ
ｋ
ホ

や
く

ト
ベ

ｘ
コ

十
く
ヽ

と
甲

と
コ

照 熱 薫 熙 吊

ヽ
中
”
や
の
中
〓
　
Ｘ
Ｏ
一ａ
中■
ゃ
屯
「

り
，
中
●
一ョ
０
ョ
の
　
“
ｏ
ゃ
り
く

の
Ｆ
Ｏ
一
宮
付
０
り
　
０
「白
〇
一
ｏ
Ｓ
偽

占
ｏ
こ
〓
●

付
あ
ｏ
白
０
呂
く

リ
ョ
ｏ
中
自
Ｏ
ａ
”
い
　
∽
ヨ

Ｆ
中
宮
車
，
６
一

牛

ミ
ト

ふ
十

ヽ
ミ
ト

ふ
十

開
か
体

ホ

牛

代
卜
ふ
へ

ｍ
や

ふ
年

十
心
そ

心
ｋ

ミ
ト
ふ
て

■

ふ
本
体

ｍ
（
体

ホ
ヘ
ト

高 へS∞  寸 ゆ
∞  ∞ ∞  ∞  ∞

、
Ｅ
付
【
一
【
ｏ

つ
。
一
の
　
の
コ
宮

・
呂

ａ
Ｏ
，

回

日

”
の
０
０
写

Ｆ
Ｏ
の

日

，
Ｆ
Ｏ
的
あ
【
０

い

日

”
〓

Ｆ
Ｏ
ュ
、
一

日

，
宮
“

”
０
０
つ
ｏ

い

〓
卓
≡
０
日
的

Ｘ
Ｏ
【ａ
】白
ゃ
く

日
ヨ
一
【
付

宮
ヨ
一一
ｏ
ａ
ｏ
宮
ｏ
Ａ
Ｏ

年

十

（
Ｈ

体

ふ
３
甲

牛

ミ
ト

牛

ベ
ト

″
州

け

ヽ
Ｒ

ｘ

３
（

＼
門
ド
け

小
卜

心
そ

卜
ふ
そ

牛

ミ
ト
け
く
ス

ト
指

牛

ミ
ト
く

卜
や

絹品縄罵9

付
の
【
０
＞
Ｏ
ｈ
や
Ｆ
Ｏ

や
　
り
，
Ｆ
】
。

Ｏ

電
ｏ
【
【
【
毎

的
　
や
ｏ
ｏ
一
】
め
一

ゃ
ゃ
、
【
【
ｏ
つ
宮

，
　
の
中
島
ｏ
【
ｏ
一
〓
ａ
Ｓ

は

、
一
【
ぁ

〓
ａ
。
白
０
付
日

　
　
の
，
宮
ヨ
的
田
０
車
【
口
【

．
白
ヽ
＞
　
車
や
付
【
一
ｏ
Ｏ
日

コ
　
リ
ヨ
宮
ヨ
的
付
０
●

一
画
中

十
億

″

向
小
体

ホ
心
ク
ヘ

″
ヘ

″
ヘ

十
ｋ

″

レ
ト

ヽ
け

マ
Ｋ

卜

分
十
卜
く

ミ

け

″
代ふ
ケ
ヽ
さ
へ
臣
，

″
へ

や
卜
く

ミ
ド

尋 響 導 導 導

Ｉ
Ｆ
Ｏ
日
【
ｏ
　
の
，
つ
の
車
【一
。
】。
一
は

毎
【
。
【】
Ｏ
〔
　
口
【ゃ
Ｆ
、
ｏ
０
〇
一
車
ｈ
仲

日
ヨ
卓
”
ｈ
，
日

宮
，
ｏ
一
占
０
■

の
，
，
電
【ョ
。
【宮
】
ｏ
け
　
め
，
い
Ｏ
Ｈ

ｏ
ｈ
、
【ョ
υ
】＞
車
　
日
ヨ
Ｅ
Ｏ
的
ぁ
【０
』

末

や

■

本
州

ト

ヽ

マ

Ｘ

桜

体

ふ

ふ
体

六

十

ふ
州

ふ
十
■

卜
ヽ

十

ふ
牛

ヽ

■
代

ｍ
挙

″

竿
ホ
十
ホ

″

導 導 誓 守 儲
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選ぶ
噂型 ○

翌

逆

聾  択 択 求 択

唖

・
ぷ

ミ
服
朝

弧  蚤 墨 蚤 製 製 理 型 弧

弧

弧 虻製 蚤 墨

Ｎ
　
　
朴

蝉

　

鷲

叩
　
　
鰹

　

虜

付
〓
宮
Ｏ
ａ
ヽ
い
０
写
田
由
ぁ
ヽ
〇

付
増
Ｆ
ｏ
ａ
車
一
授
の
や
Ｇ
』

付
常
的
０
や
宮
¨
　
Ｘ
Ｏ
一
】

の
自
０

一
自
０
０
の

中
付
　
付
【
ｈ
車
ゃ
【
的
ｆ
口

ヽ
一
ヽ
０
宮
，
Ｏ
　
Ｓ
Ｎ
Ｏ

円
Ｏ
ａ
の
０

自

心

生

卜

牛

ｍ

心

や

ヽ
ふ
中

ヽ

や

Ｘ

レ

小
卜
へ
体

十

体

（
挙

十

＼
ふ
中

夕
ヽ
小

コ

Ｘ

，特

′
ヽ
生

Ｘ

ぶ ぶ 鑑 】 温

の
一
【、
■
や
り
，
電
　
り
，
白
０
専吾

呂

”
０
“
や
ヽ
＞

【
ぁ
り
　
日

，
一
『
Ｏ
ａ
、

卓
ｏ
付
常

的

呂
，
サ
】Ｆ
ｏ
ａ
ヽ
い
宮
ヨ
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凡 例

生 育  地 特 性

砂 砂 浜 根 根系が発達 している

断 断 崖 塊 根が塊状又は太い根

岩 岩 場 厚 葉が厚い,多 肉 (貯水機能)

崖 崖 錐 光 葉の表面が光っている (蒸散を抑 える)

と
■ 汽 水 毛 葉に毛がある (直射光を柔 らげる)

団 枝の分枝が多く団塊状 (蒸発を防ぐ)

帰 化 植 物 逆 逆 さ トゲ

○ llS化植物 矮 接  形

栽 栽培種



い
「
　
い
「
　
「
い
　
い
ヽ
　
　
　
　
゛
的
　
「
い
　
的
【
　
ヽ
ト
　
マ
〔
　
一
マ
　
や
ヽ
　
ヽ
「
　
ヽ
Ｎ
　
寸
守
　
い
ヽ

】
く
　
】
く
　
】
く
　
】
　
　
　
　
　
〓
〓
　
〓
〓
　
】
く
　
一
〓
　
〓
妥
　
】
　
　
〓
〓
　
】
く
　
】
く
　
江
〓
　
〓
〓

捜
維
ぶ
廻
止
増
や
と
々
望
ほ
蚕
三
軽
雫

．
Ｎ
穏

「
　
０
「
　
い
「
　
マ
【
　
〔
「
　
い
「
　
「
【
　
０
「

臼
Ｏ
　
ｎ
Ｏ
　
い
０
　
白
ｏ
　
ｎ
ｏ
　
０
０
　
白
０
　
白
０
　
白
０

マ
い
　
マ
【
　
０
や
　
い
０
　
い
∞
　
い
ヽ
　
い
い
　
ぶ
　
　
ヽ
い

〓
妥
　
】
く
　
】
　
　
〓
〓
　
言
〓
　
ヨ
〓
　
〓
〓
　
】
く
　
〓
〓

∞
や
　
い
ヽ
　
い
ぶ
　
い
ヤ
　
い
い
　
い
０
　
い
ヽ
　
〔

】

臼

い

口

口

山

ロ

ロ

遵

塩

臼

X
S

督 …

懸0
鷲

Ｋ
ｈ

え

や
ヽ

い
常

、

フ、

ふ
Ｘ

杵末 ′ヽ 心ヽ

経ヽヽ く と11

【ぶぶミ ヽ ヽヽ

常凶羊コ 中 H, 1
1 H  Gぶけ 代 ドド
や機局く ふ くく
致能
建

<    □
, へヽ   用

小 , いヽ  ヽ

羊 ヽh卜 H
心向けミけ
m (く 、く

ヤ

ヽ さ   い

医  ヽ  卜  心 X  さ

洋再ド さ ぶト ミ再  卜 ヽ

ほ趣 「ヽ 格ヽヽ千無十ヽ 小<
菫革' 十ヽヽふ代ヽ凶卜、羊ヘ
田Gト トヘミド小Gふ 甲卜,ヽ
占承くゃIヽ くヽ捜卜いくト
致驚
建



34

ヤ

キ   <
(  卜  ヽ

尊  'トヘふ   十

お腱卜羊 ヤ 碑  卜   ′′′

菫お卜、ハヽ冬 ド  ト ヽ
翌距十<<併 凶,卜<ふ コ<
組 G' 1末 ミBGて 代ヽXミ
距球代末げふ機と代xヽ 併
致鷲    常
建

ト    ハ い     小

卜<   汁 ヽ  ヽ

ヤ

＼

,卜 X小

K ,卜ふヽ的小
ハ心

ヽ l卜 い ,ヽ

くヽ小ハ  ト

けヽ ; トヽ  ヤ

くト トく ト

局 十

ヤXハ や卜  く ,ヽ 小 ャ くヽ″汁 局牛
ヽやヽ聞ヽ さ 末十′ヽ十ぶヽふ′′′′′′ 卜 ヽ,トホ、＼

偲く卜向卜向十ユ代小析ヽとくとヽ W十 代 ヽ' 十ヽふハ

Gふ ヽドド十ツトさ'卜ふいヽロミミ小ヽ小学卜ヽドW
翌,トイド同′′′品ヽとヽ十 W t i  p小小代H′ヽ 同学′′ブく代
G
や



35

い

Ｘ

小

＼
さ

ト小

,｀

｀   卜 さ <

指卜    ヽ
格ヽ    ＼ ト

ト
々ヽ    ミ
ト  ト

ド 小 小

十   ミ
ヽ    ふ
ド 、 さト
谷げ<卜 (

ヽ 卜   ヽ 卜 ヽ 代  、   十 卜  け

■   ふ 卜心ハ  十 ト  ヘ ト  杵 ぺ申卜 ふ   ふ < く ,  ヽ Bペ ト
ヽ卜 小 末ヽヽ析ミ ヽ X析 十谷ミ小ツヽへ代へ  お 杵十十ャ心ヽ,卜十 卜 x十 ふ  卜 ヽヽぶ代
くヽい、x局 、さX  へ 局ヽヽmへ ゃヽトトかヽ , 1く代<□ H <氏 ヽ口小トコX  十 ふXぶ ふさ
!卜け卜Jミ ヤホ mコ 同指ヽk卜 、ゃドD▲ 代X  t t  X卜と小末, げヽ卜ヽ神 r l代併小卜′、末Xヽ 十卜X
ミ十十トト忘ミ析 Hヽ ャャゃヽ中学く, 卜ヽ代卜指ぺ十六」代ヽく指やくとヽくヽ小m卜 吊; ′ヽヽゃト



" " | 1 0 o ■ ■ 年 特 や や や | | じ や や 0 や や | | く 争 Ⅲ 辛 キ キ や 争 0 1 1 や " や " 持 ゃ や ●| や や や や 告 | |

十  ― ト

ト ヽ ＼ 代  小 聞
ヽ  ゃ   ヽ 月 小   さ ヽ中 ヽ  い □

ト
ヽ

十ヽ          ハ
と m  小   小      ト

hヽ   ,卜  十 mぶ  <■ J  く  ■ 卜小 昴,卜衣 析 卜輌    中 小かヽ  ぺ  |  ヽ ぺ 小ぶ
卜′′′ 市 ドハうヽヽト ヘ ヽ ふ  ＼ ヽくヽX十  ホ ヽヽH lトロK Xレ ドや″′,トスト氏 予 さX
ヤ▲小<十 ユJけ ヽ析 卜xハ ヽ十用いいヽ代十〕トト, l Hコヘャ, 心ヽ卜ヽヽ忘<卜 半十 ヽ ホト代イ
; ベヽミ末卜ふミ末ふ年代X卜 , 卜ヽ トトさヽmド ヽドヽ末、x  t t  pミさ,トドヽや ロハ十十向▲代 ヽ向
代ヽ卜末ゃャ代代十ぺ末ヽ十末ヽキふ卜ふゃロャ向や代ャャ末代トトミユユヘ′ヽ卜小代ヽトトくく



37

卜

Ｘヽ

申 十   ″ ′小  ホ
ヽ ャ 小ば  ヽ ヽ  ャ

ふ 1 卜ヽ  や  Xミ ヽ  十 ハ 十 < P
代 <析  "本 析トエレトト申<く ヽヽ
' |  ヤ十″: ふヽ 末<ツ , 卜ヽ K代 ヽ卜＼ヽ十
けH ' ドヽ ヽXふ 末卜たヽ十ミドJ J卜Kけ X
くコト指けJ卜 H j  t t  J Jけ、け十Kや コ十″′



38

メモルュ名 レヘ
｀
ル

ｃ

ｎ

ｎ

ｃ

７

５

４

４
胎
罷
粗
明

田 n多 い

園 B普 通

図 3.ア イアシ RottbOellia latifolia(イネ科)の 生育量と分布
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図 4.ア オツプラフジ Simomenium diversifolium (ツ プラフジ科)の 生育量と分布
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図 5.ア カザ ChencPOdium album var.centrorubrum(ア カザ科)の 生育曇と分布

図 6.ア カメガシワ Mali。 lus〕aponiCuΠ (ト ウダイグサ科)の 生育量と分布
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図 7.ア シタバ Angelica keiskei (セ リ科)の 生育量と分布

図 8.ア シボソ Microstegium vimineum (イ ネ科)の 生育量と分布
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図 9.ア メリカセンダングサ Bidens frondOsa(キ ク科)の 生育二と分布

図10,ア メリカネナシカズラ Cuscuta pentagona (ヒ ルガオ科)の 生育量と分布
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図11.ア レチウリ Sicyos angulatus (ウ リ科)の 生育量と分布

図12.ア レチノギク COnyza bontriensis (キ ク科)の 生育曇と分布
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図13.ア レチハナガサ Vervena brasiliensis (ク マツプラ科)の 生育量と分布

図14.ア レチマツヨイグサ OenOthera biennis (ア カバナ科)の 生育量と分布
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図15.イ ソギク Dendranthema pacincum(キ ク科)の 生育量と分布

メリ方名  レ ドル

図16.イ ソヤマテンツキ Fimbristylis ferruginca(カ ヤツリグサ科)の 生育量と分布



45

図17.イ タドリ Polygonum cuspidatum(タ デ科)の 生育量ど分布

図18 イ スタデ Persicaria 10ngiseta(タ デ科)の 生育量と分布
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図19.イ スピエ Echinochioa crus― galli(イ ネ科)の 生育量と分布
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図20 イ スビワ Ficus erecta(ク ワ科)の 生育量と分布
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□ C少 ない

図21.イ ヌムギ Bromus catharticus(イ ネ科)の 生育量と分布
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図22.イ ノヨズチ Achyranthes jaPOnica(ヒ ユ科)の 生育量と分布
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図23.イ ノデ Polystichum polyblepharum(ウ ラボシ科)の 生育量と分布
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図24.イ ボタノキ Lttustrum Obtusifolium(モ クセイ科)の 生育量と分布
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図25.イ ヨカズラ Cynanchum japonicum(イ ヨカズラ科)の 生育量と分布
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図26.イ ワダレソウ Phyla nOcliflora(ク マツプラ科)の 生育量と分布



50

図27.ウ キヤガラ Scirpus fluviatilis(カ ヤツリグサ科)の 生育曇と分布
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図28.エ ノキ Cc16s sinensis(エ レ科)の 生育量と分布
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図29.エ ビズル Vitts thunbergii(ブ ドウ科)の 生育量と分布

図30 オ オエノコロ Setaria Pyc配 ocoma(イ ネ科) の`生育量と分布
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固 o少 ない

図31.オ オバイボタ Ligustrum ovarifolium(モ クセイ科)の 生育量と分布

園 ∩多い
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□ C少 ない

図32 オ オバヨ Plantago asiatica(オ オバコ科)の 生育量と分布
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田 ∩多い
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図33 オ オバマサキ Euonymus japonicus(ニ シキギ科)の 生育量と分布
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図34.オ オバヤシャブシ Ainus sieboldiana(カ バノキ科)の 生育量と分布
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図35。 オオフタバムグラ Diodia teres(ア カネ科)の 生育量と分布

図36 オ オブタクサ Ambrosia trifida(キ ク科)の 生育量と分布
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図37 オ オマツヨイグサ Oencthera erythrosepala(ア カバナ科)の 生育量と分布

図38.オ カヒジキ Salsola kOmarovii(ア カザ科)の 生育量と分布
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図39.オ シロイバナ Mirabilis jalapa(ォ シロイバナ科)の 生育量と分布

図40.オ ナモ ミ Xanthium strumarium (キ ク科)の 生育量と分布
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図41 オ ニヤブソテツ Cyrtomium falcatum (ウ ラボシ科)の 生育量と分布
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図42.オ ヒシバ Eleusine indica(イ ネ科)の 生育量と分布
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図43.オ ランダハッカ Mcntha spicata(シ ソ科)の 生育量と分布

図44.カ クレミノ Gilibertia trifida(ウ コギ科)の 生育量 と分布
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図45.カ ジイチゴ Rubus trifidus(バ ラ科)の 生育量と分布
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図46.カ ナムグラ Humulus japonicus(ク ワ科)の 生育量と分布
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田 ∩多い

国 B普通

国 o少 ない

図47 カ モブグサ Agropyron kamoli(イ ホ科)の 生育量と分布
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図48.カ ヤ Torreya nucifera(イ チイ科)の 生育量と分布
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図49.カ ラスウリ TrichosantheS Cucumeroides(ウ リ科)の 生育量と分布
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図50 カ ラスノサンショウ Fagara ailanthoides(ミ カン科)の 生育曇と分布



図51 ガ ガイモ MetaPlexis japonica(ガ ガイモ科)の 生育量と分布

図52.キ プシ Stachyurus praccox(キ プシ科)の 生育量と分布
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図53 キ リンソウ Sedum kamtschalicurn(ベ ンケイソウ科)の 生育量と分布
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図54・ ギョウギシバ Cynodon dactylon(イ ネ科)の 生育量と分布
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ギシギシ Rumex japOnicus(タ デ科)の 生育量と分布

図56.ク コ Lycium chinense(ナ ス科)の 生育量と分布
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図57.ク サギ CIcrOdendron trichotomum (ク マツプラ科)の 生育量と分布
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図58.ク サスギカズラ Asparagus cochinchinensis(ユ リ科)の 生育量と分布



クズ Pueraria thunbergiana(マ メ科)の 生育量と分布

ム
｀
ル

０

０

０

０

Ｃ

Ｃ

０

０

０

Ｂ

Ｃ

７‐

姥

能

７３

２３ 田 n多 い

国 B普 通

□ C少 ない

図60`ク ロマツ Pinus thunbergii(マ ツ科)の 生育量と分布
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図61 ケ アリタソウ Chenopodium ambrosicides(ア カザ科)の 生育量と分布

図62.ケ カモノハシ Ischaemum anthephoroides(イ ネ科)の 生育量と分布
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図63 ゲ ンノショウヨ Gerantum nepalensc(フ ウロソウ科)の 生育量と分布
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図64.コ ウキヤガラ Sirpus maritimus(カ ヤッl)グサ科)の 生育長と分布
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図65.コ ウボウシバ Carex Pulnila(カ ヤツリグサ科)の 生育量と分布
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図66.コ ウボウムギ Carex kobomugi(カ ヤツリグサ科)の 生育量と分布
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図67.コ センダングサ Bidens Pilosa(キ ク科)の 生育量と分布

図68 コ マツナギ Indigofera pseudo一 tinctOria(マ メ科)の 生育量と分布



図69.コ マツヨイグサ OenOthera laciniata(ア カバナ科)の 生育量と分布

図70.コ メツブウマゴヤシ Medicag。 lupilina(マ メ科)の 生育量と分布
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図71 サ ルトリイバラ Smilax china(ユ リ科)の 生育量と分布
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図72.シ ャリンバイ RhaPhiolepis umbellata(バ ラ科)の 生育量と分布
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図73 シ ナガワハギ Mclilotus suaveolens(マ メ科)の 生育量と分布
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図74.シ ロダモ Litsea giauca(ク スノキ科)の 生育量と分布
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図75 シ ロツメクサ Trifollum repens(マ メ科)の 生育量と分布
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図76 ジ ュズダマ COix lachryma(イ ネ科)の 生育量と分布
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図77.ス カシユリ Lilium maculatum (ユ リ科)の 生育量と分布

図78.ス スキ Miscanthus sinensis(イ ネ科)の 生育量と分布



図79,ス ズメノヒエ Paspalm thunbergit(イ ネ科)の 生育量と分布
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図80.ス ナビキソウ Messerschmidia sibirica(ム ラサキ科)の 生育量と分布
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図81.セ イタカアワダチソウ Solidago altissima(キ タ科)の 生育量と分布

図82.セ イヨウタンポポ Taraxacum officinal● (キク科)の 生青工と分布
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図83 セ ンニンソウ Cl● matis paniculata(キ ンポウゲ科)の 生育量と分布
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図84,タ イトゴメ Sedutt oryZifolium (ベ ンケイソウ科)の 生青量と分布
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図85。 タカサプロウ Eclipta alba(キ ク科)の 生育量と分布

図86,タ ブノキ Machilus thunbergii(ク スクキ科)の 生育量と分布
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図87.ダ イコンソウ Geum japoniculn(バ ラ科)の 生育量と分布

図鶴.チ ガヤ Imperata cylindricl(イ ネ科)の 生育量と分布
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図89.チ チヨグサ Gnaphaliun japonicum (キ ク科)の 生育量と分布
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図90,ツ ユクサ COmmelina communis(ツ ユクサ科)の 生育二と分布
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図91.ツ ルウメモ ドキ Celastrus orbiculatus(ニ シキギ科)の 生育量と分布
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図92.ツ ルグミ Elaeagnus giabra― (グミ科)の 生育量と分布
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図93.ツ ルナ Tetragonin exPansa (ツ ルナ科)の 生育量と分布
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図94.ツ ワブキ Ligularia tussilaginea (キ ク科)の 生育工と分布
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図95.テ リハノイバラ Rosa wichuraiana(バ ラ科)の 生育工と分布
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図96.ト ウオオバコ Plantago japonica(オ オバヨ科)の 生育量と分布
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図97.ト ウダイグサ Euphorbia helioscOpia (ト ウダイグサ科)の 生育量と分布

図98.ト コロ Dioscorea iapOnic■  (ヤ ヤノイモ科)の 生育工と分布



86

図99.ト ベラ PittosPoru■ 的bira (ト ベラ科)の 生育量と分布
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図100.ド クダミ Houttuynin cOrdata (ド クダミ科)の 生育量と分布
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図101.ナ ツヅタ Parthenccissus tricusPidata (ブ ドウ科)の 生育工と分布

図1磁.ニ ンドウ Lonicera jaPonica (ス イカズラ科)の 生育工と分布
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図103.ネ コノシタ Wedelia prostrata (キ ク科)の 生青量と分布

図104.ノ イバラ ROsa Eluitifl●ra (バ ラ科)の 生育工と分布
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図105.ノ ヨンギク Aster ageratoides (キ ク科)の 生育工と分布
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図1∝.ノ ブドウ Ampelopsis brevipedunculata (ブ ドウ科)の 生育工と分布
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図107.ハ ッカ Mentha arvensis (シ ソ科)の 生育量と分布

図108.ハ コベ Stellaria nedia (ナ デシヨ科)の 生育量と分布
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図109.ハ ゼノキ Rhus succedanea (ウ ルシ科)の生育工と分布
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図110.ハ チジョウススキ Miscanthus cOndeisalus (イ ネ科)の 生育量と分布
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図111.ハ チジョウナ Sonchus arvengis (キ ク科)の 生育量と分布
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図112.ハ マエノコロ Setaria viridis var,Pachystachys (イ ネ科)の 生育工と分布
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図113.ハ マエンドウ Lathyrus maritimus (マ メ科)の 生育量と分布
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図114.ハ マカンゾウ Hemero●ュllis fulva var.littOrea (エリ科)の 生育工と分布
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図115.ハ マゴウ Vitex rOtundif01ia (ク マツプラ科)の 生育量と分布
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図116.ハ マスゲ Cyperus rotundus (ヵ ャツリグサ科)の 生育工と分布



95

図117.ハマゼリCnidium j8POniCum (セリ科)の 生育工と分布

図118.ハ マダイコン Raphanus sativus (ア プラナ科)の 生育工と分布



図119.ハ マツメクサ Spergularia salina (ナ デシヨ科)の 生育量と分布

図120.ハ マニガナ Lactuca repenS(キ ク科)の 生育曇と分布
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図121.ハ マニンニク Elymus m。 1lis (イ ネ科)の 生育工と分布
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図122.ハ マヒルガオ Calystegia soldane11■ (ヒ ルガオ科)の 生育工と分布
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図123.ハ マボッス Lysimachia lnauritiana (サ クラソウ科)の 生育量と分布

図1%.ハ マユウ Crinun asiaticun (ヒ ガンバナ科)の 生育二と分布
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図125.ヒ エ Panicum crus― galli vare fruElentaceHl(イ ネ科)の 生育工と分布
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図126.ヒ オオギズイセン Crocosmia▲ urea (ア ヤメ科)の 生青工と分布
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図127.ヒ サカキ Eurya japonica (ツ パキ科)の 生育量と分布

図128.ヒ トモトススキ Cladium jamicense (カ ヤツリグサ科)の 生育量と分布
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図129.ヒ メグンバイナズナ Lepidium densif10「um (ア プラナ科)の 生育工と分布

図1抑.ヒ メジョオン Erigeron annuus (キ ク科)の 生育工と分布
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図131をヒロハクサフジ Vicia,aponica (マ メ科)の 生育量と分布

図132.フ ジイバラ Rosa Fujisanensis (バ ラ科)の 生育量と分布
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図133.フ ジナデシヨ Dianthus japonicぃ  (ナ デシヨ科)の 生育工と分布

図134.プ タクサ Ambrosia clatior (キ ク科)の 生青工と分布
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図135.ヘ クソカズラ Paederia scaidens (ア カネ科)の 生育曇と分布

図136.ホ ウキギク Aster subulatus(キ ク科)の 生育量と分布
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図137.ホ コガタアカザ Atriplex hastata (ア カザ科)の 生育量と分布
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図138.ホ ソバアカザ ChenOpodiulll album (ア カザ科)の 生育量と分布
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図139.ホ ソバハマアカザ Atriplex gmelinti (ア カザ科)の 生育量と分布
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図140.ボ タンボウフウ Peucedanu古 ,aponicum (セ リ科)の 生育量と分布
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図141.マ マコノシリヌグイ Polygonum senticOsuln (タ デ科)の 生育工と分布
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図142.マ ユミ Eucnimus sieboldiana (ニ シキギ科)の 生育量と分布
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図143.マ ルバアキグミ Elacagnus unbellata var.rotundata(グ ミ科)の 生育量と分布
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図144.マ ルバグミ Elacagnus macrophylla(グ ミ科)の 生育量と分布
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図145.マ ルバシャリンバイ Raphiolepis umbellata(バ ラ科)の 生青工と分布
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図146.マ ンテマ Silene g■1lica(ナ デンコ科)の 生背工と分布
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図147.ミ ズキ Cornus c6ntroverSa (ミ ズキ科)の 生背量と分布

図148.ミ チヤナギ Polygonum aviculホ c (タ デ科)の 生育量と分布



図149.ミヤコグサ Lotus corniculatus (マメ科)の生青曇と分布

図15tl.ムギ クサ Hordeum murinum (イ ネ科)の 生育量と分布
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図151.ム ラサキツユクサ Tradescantia reriexa (ッ ュクサ科)の 生育工と分布
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図152.メ ダケ Pl●ioblastus sinonii (イ ネ科)の 生育工と分布
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図153.メ ドハギ Lespedeza cuneata (マ メ科)の 生育工と分布

図154.メ ヒシバ Digitaria adscendens (ィ ネ科)の 生育量と分布
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図155.モ チノキ 1lex integra (モ チノキ科)の 生育量と分布
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図156.ヤ ツデ Fatsia japonica (ウ ヨギ科)の 生育量と分布
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□ C少 ない

図157.ヤ プガラシ Cayratia japohica (ブ ドウ科)の 生育量と分布

レヘ
ヾ
'

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

招

田

４４

４４

４４

４４

２

碕

田 ∩多い

国 B普 通

図1硝.ヤ ブジラミ Torilis jaPonica (セ リ科)の 生育量と分布



図159.ヤ ブツバキ Came1lia,aponiCa (ッ バキ科)の生育量と分布

図160.ヤ プニッケイ CinnamOmum japonicum (ク スノキ科)の 生育量と分布
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図161 ヤ マカモジグサ BrachyPodium sylvaいcum (イ ネ科)の 生育量と分布

田 n多 い

国 B普 通

□ C少 ない

図162 ヤ マグワ MOrus australis(ク ヮ科)の 生育量と分布
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図164.ヨ シ Phragmites communis(イ ネ科)の 生育量と分布
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図165 ヨ モギ Artemisia vulgaris(キ ク科)の 生育量と分布
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神奈川県立自然保護センター報告第 7号 (1990)

神奈川県におけるリス類 (ムササビ・ニホンリス ・

タイワンリス)の生息状況 について (2)

古 内 昭五演吊
※・荒 井 和 俊

※・鈴 木 一 子
※

Distribution of 3 species of squirrel in Kanagawa Prefecture

ShOgorO H uRUUCHI KazutOshi A RAI

and KazukO S uzuKI

は  じ  め  に

県立自然保護センターでは,1984年 に第 1回 の生息調査 を行なった (塩沢 ・野口 ・岡田

1985)。リス科のムササビ ・ェホンリス ・タイワンリスの 3種 について, 5年 後の経過状況

を把握するため,第 2回 日の調査 を行なったので,そ の結果 をここに報告する。

調 査  方  法

この調査は,1989年 9月 から11月にかけてアンケー ト方式により行なった。調査の対象

は,神 奈川県在住の鳥獣保護員,自 然環境保全指導員,自 然公園指導員,自 然観察指導員

日本野′島の会神奈川県支部会員,猟 友会会員,神 奈川県愛鳥モデル校等で,こ れらの中か

ら1市 町村 (横浜市,川 崎市は区)当 り5名 から20名以内を抽出し,500名 にア ンケー ト

調査票 (表1)を 送付 して,過 去 5年 間の 3種 の生息状況 を回答 してもらった。

同答は,該 当する記号を○で囲む選択式と記述式を併用した。

表 1.ア ンケー ト調査票

3 タ イワンリス

(1)あなたの住んでいる市町村 区 で過去5年位の間に タイワンリス のいることを電

秘しましたか 禎 当するを号にOを つけて下さい

ア 車 認できた  イ  荘 認できをい  ウ  わ からない

(2)II■でどた場合は そ の場所 (地名)数 について次の表にお答え下さい

ただし 地 名については宇名まで書いて下さい ま た周囲の環境についてても記し

て下さい

食 な お 地 区外での■認については 余 自に記入して下さい

住  所 E期 督号

帆  貫

周 囲 の 環 境

※神奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center
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回収 した調査票は種類及び市町村 (区)局」に集計し, さらにメッシュ単位で生息分布図

を作成した。

メッシュ図は,神 奈川県の10万分の 1の地形図を,東 西約1.45km。南北約1.15kmに区分

したもので,メ ッシュの数は,神 奈川県全体で1.660f田となった。

なお,神 奈川県全体のメッシュ数を総メッシュ数,生 息していたメッシュを生息メッシ

ュ,確 認された総個体数は単に個体数,1984年の第 1回調査を前回,第 2回の調査を今回

と口子ぶことにする。

図 1.神 奈)|1県r)市町村 (区)丹幅己置

調 査 結 果

調査の標本数は5001回(人)で ,回 収数は301個 (人),回 収率は60,2%で あった。

1.種 類ごとの生息状況

( 1 ) .  ム サ サ ビ  P c′ α″″jsサα ど¢″cοgg "ノ s  T E M M I N C K  1 8 2 7

ムササビの生息メッシュの分布を図 2に 示す。

生息メッシュ数は,前 回が12 5メッシュで,総 メッシュ数の7. 5 %であったのに対し,

半

′
ム

Ｆ生
区
将

距

暢
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３
掛

界
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例
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村

県
郡
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区



ムササビの生息分布

ニホンリスの生息分布
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回は117メッシュで,総 メッシュ数の7.1%と ,わ ず かに減っているもその分布状況は,前

回とほとんど変わらず,相 模川以西に多く認められ,主 帯は丹沢山塊及び箱根山塊であっ

た。

生息メッシュの平均個体数は2.5頭で,前 回の2.4頭より増加 している。

( 2 ) . ニ ホ ン リ ス  S c れ T ″s , s  T E M M I N C K  1 8 4 5

ニホンリスの生息メッシュの分布を図 3に 示す。

生息メッシュ数は,前 回が170メッシュで,総 メッシュ数の10.2%であったのに対し,今回

は152メッシュで,総 メッシュの9.2%と減少している。その分布状況は,前 回とほとんど

変わらず,相 模川以西に多く認められ,主 帯はムササビの場合と同様に,丹 沢山塊及び箱

根山塊であった。

生息メッシュの平均個体数は2.2頭で,前 回の2.3頭よりわずかに減少している。

(3). タ イ ワ ン 'ブス  Caど ′oscj“ ヶas ca″ 'c夕 ps け れαJり o″ ¢"s's B ONHOTE 1901

タイワンリスの生息メッシュの分布を図 4に 示す。

生息メッシュ数は,前 回,今 回共に36メッシュと変わらず,総 メゥIシュ数の 2.2%に あ

たる。その分布状況は,前 回と余り変わらないが,ム ササビ ,ニ ホンリスとは異なり,生

息地は局限されている。その主帯は,江 の島 (藤沢市)と 鎌倉市で20メッシュを数え,生

息メッシュ全体の56%余 を占めている。又,前 回は相模川以西で 9メ ッシュあったが,今

図4. スの生息分布



回は 4メ ッシュと減少している。

生息メッシュの平均個体数は4.2頭で,前 回の1.9頭よりも大巾に増加している。

2.市 町村 (区)別 の生息状況

調査 したリス科 3種 について,そ の生息状況 を市町村 (区)丹けにとりまとめ,表 2.及

び図 5に 示す。

表2.市 町村(区)別リス科3種生息一覧
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図 5.市 町村 (区)別生″息状況
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(1).ムササビの生息分布は,前 回は17市町村に生息 していたのに対 し,今 回は新たに鎌倉

市 ・平塚市 ・真鶴町 ・湯河原の 4市 町の地域に生息分布が拡大 した。

(2).ニホンリスの生息分布は,前 回は19市町村に生息 していたのに対し,今 回は新たに逗

子市 ・相模原市 ,座間市 ・大井町の 4市 町の地域に生息分布が拡大した。なお,前 回確認

された中井町と横浜市西区,中 区の 2区 が,今 回は確認 されなかった。

(3)。タイワンリスの生息分布は,前 回は10市町に生息 していたのに対 し,今 回は新たに箱

根町 ・相模湖町の 2町 と横浜市南区,緑 区,栄 区の 3区 の地域に生息分布が拡大した。な

お,前 回確認 された秦野市 ・小田原市の 2市 と横浜市中区が,今 回は確認されなかった。

3.市 町村 (区)男Jの確認個所数

調査 したリス科 3種 について,そ の確認個所数を市町村 (区)別 にとりまとめたので,

表 3に その状況 を示す。

表3 市 区村(区)別確認個所数   平 成元年度
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(1).確認個所数は,各 確認者が 1人 で何ヶ所も確認 している場合が多いので,こ れもすべ

て件数として計上 してある。

(2).各確認者が同 じ場所 を確認 した場合も,別 々に件数として計上 してある。
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神奈川県立自然保護センター報告第7号 (1990)

つ
０

大 野  啓 一朗挙

Tree Surgery of the 01d trec, Prunus pendula

Keiichiro OHN0

Ⅲよ  じ  め  に

小田原市入生回にある長興山の枝垂桜は紹太寺が建立された頃に,そ の境内に稲葉正則

氏が植 えたものと伝 えられ,樹 齢 300年程 と推察 されている。 シダレザクラはサクラの種

類の中でも,寿 命が比較的長 く,全 国に有名な巨木が見 うけられるが,こ の本のように太

い枝 を八方へ平均に広げ,基 本樹形 を保っているものは少ない。

この巨木は昭和32年3月 30日に小田原市の天然記念物樹木に指定され,か ながわの名木

100選にもなっている。また,最 近では新 ・日本名木100選,サ クラの部10選にも入ってい

る。

毎年,早 春にはソメイヨシノ

に先駆けて,巨 大な花傘 を広げ

るように開花するので、満開時

の景観はまことに見事なもので,

多数の見物客で賑い,観 光名所

となっている。 (写真 1)

昨年の春頃から,こ の大樹の

花付 きが少なくなり,樹 勢が表

えはじめてきたため,小 田原市

から当自然保護センターヘ表退

原因調査および回復策について

の指導等の要請依頼があった。

筆者は,こ れらについての現

地調査 を行い,こ の結果 にもと

ずいて,平 成元年10月から12月へかけて,小 回原市教育委員会文化財保護課が外科手術 と

樹勢回復のための種々の保護策を実施 した。現地の諸作業は静岡県東伊豆町の加藤林業が

行い,筆 者はこれらの技術指導を行った。

樹木の外科手術については近年,新 しい手法が開発され実用化されつつあるが,実 施事

例はきわめて少ない。今回の外科手術は新 しい手法を用いて,地 上から10m位 までの高所

で行われた貴重な事例であり,記 録にとどめておくに値すると思われるので,そ の概要に

ついて報告する。

長興山の枝垂桜の外科手術と樹勢回復について

写真 1.満 開時の長果山の枝垂桜

(小田原市文化財保護課提供)

※栂奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center



136

A 衰 退原因調査

1.調 査年月日   平 成元年10月30日～同年12月25日

2.調 査場所    神 奈 !il県小田原市入生回303

3.調 査木     長 果山の枝垂桜 (市指定 ・天然記念物樹木)

4.調 査方法

衰退原因を究明するために樹幹および枝 を中心に腐朽被害調査 を行い,根 部につい

ても調査 を行 う。

5.調 査結果

1)枝 垂桜の概況

樹高等の実測値は次のとおりであった。

樹  高 13.6m

胸高幹周囲  4,36m

根元周囲  約 5.58m

2)生 育状況

(胸高直径  1.39m)

(根元直径 約 1,78m)

タ樹高10m以 上の樹冠先端

部分は枝葉少なく,や や衰

弱気味の様相を呈している。

樹高6～ 9mの 太枝が当樹

本の樹姿 を維持 してお り,

とくに北から東,東 南にか

けての太枝は勢いよく,見

事である。 しかし,や や太

い枝の数本が枯死 し,樹 冠

全体に細枝の一部も枯れて

いる。

3)生 育環境

本樹は小田原市長興山紹

太寺境内の東北の一角に生

育 しており,周 辺の状況は

図 1の とおりであった。東

南に相模湾や小回原市内を

見下ろすことができ, その

下にはみかん畑がある。東

北 には200～ 300年 生のイ

ヌマキの樹林があり,南 西

方向には当樹木の根元から

9m位 離 れて急傾 斜 とな

り, 6mほ ど下方に渓流が

ある。

当樹木の西から西南にか

1デ  O″ヤ

崩 oズ材′′

― ｀

鍛
′
′
′

図 1.枝 垂桜の周辺の状況
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けてはイヌマキ,サ クラ,サ ザンカ,モ ミなどが隣接 して生育 している。このような影響

があるからか,こ の木の太枝や根が東から東南へ伸びている。土壌は黒色火山灰上で,適

潤適湿で良好であるが,東 側は粘土質土壊が一部盛土されている。当樹木は階段状平坦地

の肩の部分に生育しており,根 元直径の 1/3の 東南側は大,中 根がかなり裸出した状態

になっている。

4)保 護管理

枝垂桜の保護のため,昭 和62年5月15日,小田原市土地開発公社が隣接のみかん畑 (647

ポ)を 買収し,同 年 9月30日,小 田原市が買い替えし,昭 和63年2～ 3月 に保護整備工事

を施行した。

5)腐 朽状況調査

樹幹 と枝の腐朽状況

を調査 した結果,図 2

のように,樹 幹の根元

の東,北 ,西 の各側 に

小穴が認められ,そ れ

らは幹の中央部分に通

じて, 大 きな望野同とな

っているように思われ

た。このほかに樹幹の

西側,地 上高80cmにや

や大 きな穴があつた。

また,先端の本古死して

いる太枝が数本あった

が 外観上は樹幹はほ

とんど腐朽 しているよ

うには見うけられなか

った。しかし,そ の後,

業者が樹幹の周囲にや

ぐらを組んで登 り,全

図2.樹 幹と枝の腐朽、枯死 (手術前)

樹幹 を削って調べると,予 想以上に腐朽 していることがわかった。腐朽部分を取 り除いた

後に、筆者が腐朽状況 を調査 したところ,図 3,図 4,図 5に 示すように,樹 幹の 3箇 所

が腐朽 していた。いずれも樹幹の西側の枝の部分が腐朽 していた。それらの一つは樹幹の

地上高80cmの部分の腐朽で,太 枝の切り口に空洞があり,中 央へまで腐朽が進んでいるよ

うであつた。樹幹の 5mと 7mか ら出ている太枝の元部が腐朽 し,幹 と枝の上方へ拡大し

ていた。これらの腐朽はいずれも樹幹 と枝の分岐部分であり,雨 水が溜 りやすく,腐 朽 し

やすい所であった。

当樹木の腐朽の形状は不整形で,辺 材腐朽と心材腐朽の部分が入 り組んでおり, きわめ

て複雑であった。根元地際付近から樹幹の地上高 3.7m位 までに2種 類のきのこの子実体

が認められた。一つは灰白色,棒 状,厚 質のきのこであり,そ の周辺 を削っても深 くは腐

朽 してはいなかった。 もう一つのきのこは褐色でサルノコシカケの一種であり,樹 幹の西
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側 lmの 部分 に生 じたもので,腐 朽 に関連性 が高い きの こと思われる。 この両 きのこにつ

いては未同定である。また,腐 朽菌の分離 を行 ったが、分離菌株 を得 るには至 らなかった。

図 5.樹 幹の腐朽 (地上高6-7m付 近)

図4.樹 幹の腐朽 (地上高4-6m付 近)

て物み督堂?轡
さ

③ 鮎歴
さ

図 3.樹 幹の店朽 (地上高 lm付 近)
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6)根 部の調査

樹幹元部から枝張 り直下までの半径 7mの 根元を中心とする同心円内の根部の一部を深

さ50cmtti堀って,根 張 りの状態 を調査 したところ,多 くの中細根に直径 2～ 9 Hlmの粒状部

が多数認められた。とくに根元から半径 2mの 内側部分の細根には多数のこぶがついてい

た。これらのこぶを割って,一 部を鏡検 した結果, こぶの中にネコブセンチュウの西洋梨

状の雌虫および寒天状の透明物質が入っていた。このようにネコブセンチュウの寄生によ

って,中 細根に多数のこぶが形成されたために,生 育にも影響 し, このことが衰弱の一因

となっているものと思われる。

また,根 元から各方向 2m地 点の上壊のPHを 調べた結果は次のとおりであった。

NE  4 . 7   S E  4 . 4   S W  4 . 3   N W  4 . 2

B 樹 勢回復策

1.樹 幹の外科手術

樹幹の 3箇 所の大 きな空洞部分の外科手術 を行った。手術の手法は新 しい外科手術の手

法であるFRP工 法 を多少変えた方法で行った。樹幹の腐朽部分をノミ又は圧搾空気で削

除 した後, ダイフアー水和剤 300倍液,水 圧100k9で空洞内を洗った。

さらに腐朽部分の周辺の樹皮

部分を鋭利な小刀で切り直した

後,チ オフアネー トメチル剤 (

トップジンMベ ースト)を 塗布

した。乾かした後に,空 洞内に

発泡ウレタンを充填した。回化

した発泡ウレタンを樹幹に沿っ

て,小 刀で削り取った。この場

合,形 成層が巻き込み易いよう

に形成層を露出して整形するの

がコツである。さらにウレタン

の表面に木の肌に近い色彩の顔

料の入った硬化剤を塗布し,i外

科手術が完了した (写真 2)

写真 2.手 術後の樹幹腐朽部

以上の方法は樹幹が強風によって揺すられても空洞をふさいだ部分にひびが入ったり,

そこから雨水が入らないように強力な硬化剤で保護 したわけであるが,今 後の経過を観察

しなければならない。なお,発 泡ウレタンと硬化剤などは次の製品を使用した。

1)フ ォームライト (ウレタン発泡成型原料) 銘 柄 HM-2110… …………A液

2)フ オームライト (ウレタン発泡成型原料) 銘 柄 B-10(MDI)・ ・…・B液

A液 とB液 の使用法 I  A:B-1∞ :100   使 用前に鶴絆

3)硬 化剤   過 酸化物   カ ヤメックM   メ チルエチルケトンータ‐オキサイド

4)エ スター (ガラス繊維糊) 銘 柄 R235B P N一 IY ス チレン 30～ 40%

5)タ ルク (けい石) 食 品添加物  銘 柄 NK一 TALC H 900

4)と 5)の 使用法 タルクとエスターを体積で半々に混ぜる
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図 6 樹 幹の手術部分

写真3.手 術後の樹幹上部
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2.土 壊改良

樹幹元部を中心に,図 7の

ように太根の間に放射状 に幅

50cm,深 さ20cmの溝を堀 り,

輪状 にも同様の溝 を堀つて,

完熟牛糞堆肥 930k9を堀 り上

げた土と混和 して施 した。こ

の堆】巴を施すことにより,土

壊の微生物の働 きを活発化さ

せ,線 虫の増殖 を抑制させる

菌の増加と土壊の活性化が高

まり,土 壊線虫を寄せつけな

い,活 力のある細根が多数発

生,仲 長することを期待 して

行ったものである。

図 7.輸 溝と放射状薄位置図

写真4,完 熟牛糞堆肥の輸溝への施用状況



3.そ の他の実施策

1)支 柱

当樹木の西側,上 部の太枝の元部の上側が大きく腐朽 し,外 科手術 を行つたが,

強風により揺すられ,痛 まないように,12mの ヒノキの九太を支柱 とした。

2)園 路の一部撤去

樹幹の根元から北東及び東南へ約 7mの 所に,当 枝垂桜 を鑑賞するための園路が

あるが,根 が踏み回められないように,こ の回路 を閉鎖 し,敷 秒利を除去 し,深 さ

20cmほどの上を耕 うんした。

お わ  り  に

近年,名 木,巨 木を保護する動 きが国,県 ,市 町村でも盛んとなってきた。地元の住民

もこれらの樹木に関心を高めている。名木,巨 木の大部分は長い年月にわたって,風 雪に

耐えてきたが,そ の間に,強 風による枝折れや根が解すられて傷が出来,そ こから腐朽菌

が侵入して,樹 幹や根元に空洞が出来ているものがよく見うけられる。なかでも,県 ,市

指定の天然記念物樹木の多くは老木となり,樹 幹や根元部分が腐朽 し,衰 弱 しているもの

が目立ってきた。21世紀へ向けて,こ れらの貴重な樹木を保存 してゆくためには適確な診

断と総合的に検討 された樹勢回復策を講 じなければならない。

今回の当樹木の樹勢回復策は県下でも数少ない貴重な事例であり,今 後も観察調査 を継

続してゆきたい。
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神奈川県1立自然保護センター報告第 7号 (1990)

自然保護センター野外施設の

鳥

i             川
 村  優  子 挙        ―

Bird Calendar

in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

Yuko KAWAMUttA

この鳥ごよみは、センター利用者にわかりやすい野外観察情報を提供することを目的と

して、これまでに得られたセンター野外施設の現地調査資料から作成されたものである。

調 査 資 料      ・  ‐     十

1981年1月から1982年3月までを調査期間とする46回のラインセンサス資料 (坂本堅五

198di神奈川県立自然保護センター業務報告及び未発表資料)、1985年7月から1986年3月

までを調査期間とする43回のラインセンサス資料 (風巻比呂子 未発表資料)、1983年から

1989年まで毎年5月と9月に実施された10回の探鳥会での観察記録 (種の'ォスト)、 1989

年5月から12月まで1子センター利用者から回収された自然観察カード1野鳥調べにトライ

しよう |の13件の観察資料 (種のリスト)、の合計121件の資料である。

と り ま と め

それぞれの資料は、調査方法,内 容,精 度などがまちまちであるが,全 ての資料を活か

す方法でまとめられた。

資料の均質化をはかるため,各 調査資料は種ごとに,個 体数に関わりなくその日の調査

で確認されたか否か, という表示に読みかえられた。読みかえによって得られた全ての資

料から, それぞれの種について,確 認された日数の全調査日数に対する割合が,各 月ごと

に算出された。

ここで得られた値は,「 その月にセンター野外施設へ出た時,そ の鳥と巡り会える程度

がどれくらいか」を表す。この値は4段 階に分けて,次 のように表示された。

20%以 下一――★ 比 較的めずらしい

40%-21%― ―○ 時 々いる

70%-41%一 ―◎ し ばしばいる

71%以 上一一―● お おむねいつもいる

更に、ここに集められた資料には記録されていないが,日 時や目的の異なる調査で,当

センター職員によって明かに確認された種も次の記号で表示された。

V  上 記以外の観察記録で確認された種
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みよ

※神奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center
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神奈川県立自然保護センター報告第 7号 (1990)

自然保護センター野外施設の

植物 ごよみ

川 村  優  子
※

原 康 明
※

F 1 0 r a l  C a l e n d a r

in the Kanagawa Prefectural

Nature COnservation Center

YukO KAWAMURA and Yasuaki HARA

この植物ごよみは,1985年 以来継続実施 されている野外施設植物生育状況調査のうち,

1985年から1988年の間の計115日間の調査資料をまとめたものである。

ここに表示 された種は,518種 である。

植物ごよみでは,そ れぞれの種について花と実 (必ずしも熟 しているとは限らない)が つ

いていることを確認 した日を,各 月4期 に分けて表示 した。あわせて,生 育形,花 の色,

生育地も次の略号によって示 した。
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生育形

常――常緑性

冬――冬緑性

夏――夏緑性

多―一多年草

2--2年 草

1--1年 草

高――高木

低一―低木

藤――藤本

腐十一腐生

寄――寄生

花の色

白―一白色

黄一―黄色

生育地

湿一一湿生植物園

野一―野″鳥の森

種――オレンジ色   バ ーーバー ドサンクチュアリ・エリア

桃十一 ピンク色            (野 鳥の森 2)

赤――赤色      昆 一―昆虫の森

紫一T紫 色,青 色   水 二―水鳥 の池

緑一―緑色      ホ ーーホタルの里

褐――褐色,茶 色   見 ――緑化見本国

/一 ―上段は雄花   薬 ――薬草見本園

下段は雌花   ふ
―一ふれあい広場

クーー クリ林

ケーーケヤキ林

(野″島の森と昆虫の森に挟まれた谷)

道―一道路

共――林業試験場 との共用林

竹―一竹見本園

林――林業試験場の樹木見本園

た一二たたら沢

※神奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center
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